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〔短報〕 第 24回国際生理科学会議 
3年ごとに聞かれる国際生理科学会議は 1965年には
東京で聞かれ，福田，小林，斎藤各教授は座長，シンポ
ジウムのオーガナイザーとして活躍され，本間教授は 
Granit教授の特別講演の指定討論者として発表し，他
に本学から 7題の発表があった。
今年(1968)は8月末の 1週間，米国 WashingtonD. 
C.の SheratonPark，Shoram両ホテルにおいて第 24
回大会が開催された。集まった各国の生理学者は 4，000
人を越し，本邦からは約 120名，米国滞在中のものを含
めると 220名がこれに参加し，英語国の米国，カナダ，
英国に次ぐ参加数であった。東京の会議では皆がせっせ
とよく勉強したという感じに比し，今回の学会は参加す
ることに意義があるという感じが強く，良い意味で「お
祭り」であったといえるかもしれぬ。
会議は 24の招待講演， 24の RecentAdvances in 
Physiologyという講演， 14の分科会における Intro-
ductory Lectures，そして 19のシンポジウムそして 
1460題の分科会の一般論文であるが，その約半数 775論
文のみが口演され，他は誌上発表となった。東京の会議
が 1200の一般口演を午後 5時過ぎまでかかって消化し
たのに比し，スケジューノレもゆっくり組まれ，ある会場
では 3時前に解散するということも散見された。誌上発
表についてはプログラム委員会が文書で，また開会式
で，口演論文と科学上の meritで何ら差別したもので
はないと強調し，またそれらの論文に関して討論する会
場も充分とられていたが，実際には誌上発表にまわされ
た著者たちはたいへん淋しい思いがしたであろう。
私の参加した限られた会場での印象であるが Recent 
Advances in Physiologyというプログラムはその項目
に関しては専門外の人を対象としていたもののごとく，
たとえばフランスの Laporteの筋紡錘に関する講演で
は私にとって耳新しいものは一つもなかった。また In-
troductory Lecturesは各分科会の座長または副座長が
行なうものでたとえば脊髄反射では Henneman (Bos聞 
ton)が今春までに行なった彼の仕事をおもに話すとい
ったもので興味深いものが多かったようである。
前々回の Leiden大会には本学から鈴木正夫，小林，
斎藤，本間教授方が，東京大会には長老若手とりまぜて
出席したのに比し，今回は本学からは若手のみが参加し
た。 Tucsonにいた渡部助教授， New Yorkの三浦助
手，川村元研究生の生理学教室関係者以外に， Yale大学
で assistantprofessorをしている昭和 32年卒の本山悦
郎君， Bartimoreにいる北沢克明君(眼科)の諸氏と会
場でお目にかかった。
次回は 1971年に Munchenで開かれ，会長はK. 
Kramerである。 Kramer教授は私が Gottingen大学
生理に留学中には，同研究所所長であったが 1965年に 
Munchenに移った。閉会式に彼は「音楽とビールの都
に皆様を御招待できてうれしい。ぜひ楽器御持参でおい
で下さい。」 と挨拶した。私も三度ドイツを訪れ， 
Munchenに本学関係の方を多数お迎えする夢を見てい
る。
本学関係発表演題 
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509. Grober，F.，Eldred，E.，Ginzel，K. H. and 
空竺竺空性~ Dept.of Anat.， U. C. L.A. 
Sch. of Med.，Los Angeles. Effects on 
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628. Ishida，S.， Umemori，Y. and Aikawa，T. 
Biol. Inst.，Chiba Univ. Decomposition of 
5'-Amp to inocine in mollusks. 
896. Miura，M. and Reis，D. J. Dept. Neurol.， 
Cornell Univ.，New York. Mono-and poly-
synaptic organization of carotid sinus nerve 
afferents in brain stem of cat. 
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and Brain Res. Inst.， Chiba Univ. Activity 
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toxicatlOn. 
1439. Zapletal，A.，1¥10toyama，E. K.，Cook，C. D. 
and Bouhuys，A. John B. Rierce Fndn. Lab. 
and Dept.Pediat.， Yale Univ. New Haven. 
Airway conductance and maximum expirato-
ry flow同 volumecurves in healthy children. 
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